













A study of university students’ self-conception: an investigation 




















































その呈示内容は ｢自分がよいと思うもの ｣である以上に ｢他者からみてよいと思われるも































































協力者 A B C D E
年　齢 19 18 19 18 18
性　別 男 女 女 女 男









































































1） Aについて：Aは最も ｢O｣ への記述が多く、他の協力者と比べてみても割合が高い。
次いで ｢S｣ への記述が多かった。このことから、Aは外的な事物への指向性と自己の
特徴への評価の面から自己を捉えている傾向が高い。
2） Bについて：Bは ｢C｣ への記述が全体の約半分を占めており次いで ｢S｣・｢O｣ という
割合になっている。この結果から、Bは自己の社会的な関係性や所属集団（C）や自
己の特徴への評価といったものによって自己を規定している傾向が強い。




4） Dについて：Dは ｢S｣ への記述の割合が約半分を占めており、さらに特徴的なのがこ
の 5人の協力者の中で唯一 ｢P｣、つまり自己の身体的な特徴について記述しているこ
とである。また、Dは 5つ全てのカテゴリーに対する記述が見られた。
5） Eについて：Eは ｢S｣ への記述が全体の 6割以上を占めており、ついで ｢C｣ となって











A 茶道会の幹事長です /お茶が好きです /部長としては頼りないと言われます
B テニスサークルに入っています /テニスが好きです /懐石料理屋でバイトをしています
C 文武両道させたいです /スポーツが大好きです /英会話をうまくしたいです
D 背が低いです /　髪が短いです /よく浪人したと思われます　
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